
 

2025年度活動概要     文学教育研究会 

 

2025年度も例年通り春季・秋季の年 2回、zoomを用いてオンライン形式で研究会を開

催した。第 1回研究会は 2025年 7月 5日（土）に開催され、坂本輝世先生（滋賀県立大

学）が「英語で詩を書く経験：学習者にとっての意味をさぐる」と題して、また大槻き

ょう子先生（奈良県立大学）が「多読教材用英語絵本における代名詞の用法：コンテク

ストへの読み手の取り込み」と題して研究発表をなさった。 

第 2 回研究会は 2025 年 11 月 15 日（土）に開催され、外部講師として土屋結城先生

（実践女子大学）をお招きし、「『代表的な文学』の選別：文学史を教えることの難し

さとは」と題してご講演いただいた。また秋季研究会の後半は前年度から継続する出版

計画の検討会を実施し、齋藤安以子先生（摂南大学）のご案内のもと、投稿論文の種別

（論文・実践報告・書評・研究会史）や語数また投稿費用などについて打ち合わせが重

ねられた。近年はオープンキャンパス等、土日の大学校務が増えている影響もあり、参

加者数がやや限られた会はあったものの、研究会会員以外の先生方にもご参加いただき、

また発表後の質疑応答では活発な意見交換が行われた。 

さらにこれらの定例の研究会活動に加えて、2023年度に引き続き、2025年も JACET国

際大会における SIGポスター発表に参加した。普段はオンライン交流がメインであるが、

本大会会場の早稲田大学では対面で関東の先生方と発表する機会を得た。全国からの来

場者との交流を通して、本研究会の活動内容のご紹介や、文学作品の授業での活用法に

ついて議論を行ない貴重な経験となった。 

 


